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＜連絡事項＞
・冷蔵庫の温度管理に漏れがありますので、リーダーのスタッフは忘れず記載をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～ピコスルファートナトリウム内用液処方。
・船渡　幸男様～ピコスルファートナトリウム内用液処方。
＜要注目患者様＞
・小笠原　美千代様～自室で臥床し泣いており、「飛び降りろとか死ねって聴こえてくる。幻聴が嫌だからやまばと寮に戻りたい」と訴える。頓服は眠気を理由に拒否。幻聴への対処方法を自分で工夫できるようになる必要性を伝え、対応方法を検討。「一人で居ると幻聴があるからホールに居たいけど、SSTの脇に座っていて美千代だけ怠けているって思われたくない」と訴える。日中離床しながら余暇活用を行う事を提案し、取り組んでいる。30分程で幻聴は緩和している。
・板橋　利美様～不調の訴え無くバイタルサイン異常なし。間食について訴えはあるが、説明に聞き入れる事は出来ている。
・坂本　福子様～特定男性患者様と恋愛関係にあると思い込み、トラブルになり介入。振り返りに、男性患者様へ自身の衣服を譲渡していたと話し、介入の元返却。また、男性患者様の住所もメモで所持しており、「付き合ってないならこれも返します」と話す。男性患者様に確認すると、本人が執拗に住所を教えるよう迫ってきた為、仕方なく教えた状況であるとの事。

トラブルとなった状況の振り返りにも、「母親が宗教に入ったから二重人格になってしまった」「娘が死んだことで孤独になってしまった」など言い訳を繰り返し、振り返り困難。自身に都合の良い話しにすり替えようとし、スタッフの話も聞こうとせず。
介入後もメモ書きを一方的に相手に渡す様子見られるが、相手患者様が距離を置いて過ごしている。
＜環境整備状況評価＞
・床の汚れが目立つようになってきた為、水拭きして下さい
・湿度上昇傾向にあるので、加湿器は洗浄し乾燥しています。今後庶務へ返却予定。
